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2つの災害を観察する



自己紹介
現在 真宗大谷派教学研究所研究員

 日本宗教学会員

 宗教者災害支援連絡会世話人
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観察（かんざつ）者の役割

被災者に何ができるのかを問えば、結局は人と人
との関係にいきつく。

情況がどのようになろうとも、１人の人間が「苦
」を受けることに変わりはない。宗教者が接点を
持てるとすれば、この1点以外にはない。

その人が「苦」を言葉にする時がくる。

無理に「教え」に結び付ける必要は無い。



 毎年発生する「これまでに経験したことにない」自然災害。

 ⇒備えも経験値も間に合わない。

 生殖医療の進歩による生命の選別と人間の資源化。

 ⇒ブレーキになるような社会倫理の構築も間に合わない。

 2年以上続く新型コロナウイルス感染症という厄災。

 ⇒コロナウイルスとどう折り合いをつけるのか？

 （放射性物質のわからなさと類似）



起こり得ること
 小松左京原作 『日本沈没』（1973年）

 『復活の日』（1980年）



Ⅰ
2つの「あの日」――2011.3.11東日本大震災
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3月12日 東京電力福島第一原発爆発事故







原発事故直後、物資の流入も途絶え、避難しな
かった1万人の住民が残る南相馬市で、市内の産
婦人科で唯一開業を続け、安心して出産し育児
ができるよう、妊婦たちを励ました。

放射能から妊婦と子どもを守るため、分娩室を
鉛入りのカーテンを張り巡らせ、除染のための
南相馬除染研究所を設立し、内部被ばく検査に
必要な医療機器を市内の病院に設置するよう尽
力した。

この頃、末期ガンが見つかり余命半年の告知を
受けたが、診療をやめなかった。震災前より地
域医療の危機を訴え、「亨平先生」と親しまれ
ていた高橋医師は、原町別院の門徒であった。



子どもたちを守るために何が必要なのか。放
射性物質とは何かを知り、測定をし、除染を
すること。検査をし、その結果を共有する。

全てが原発災害のなかで生きるための知恵で
あり、この土地で、共に生きるという強い意
志のあらわれ。

門徒が余命をかけて示したこの土地での生き
様が、別院の今につながっている。

安心できる「場」（環境）
をつくる



環境









私にできる震災支援を
2013年3月1日に初めて被災地訪問
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①映画『土徳流離』（青原さとし監督、事務局は原町別院）

多様な人々がそこにいることも忘れられている。

住み続ける人、帰還を断念した人、どこにも行き場所の無い人、

それぞれの人のためにこの映画はある。

②真宗大谷派仙台教区教化事業「相馬親鸞教室」

③今回の震災で何を見聞し、何を学んだか。

 過去を知り、未来を考えるために、今を記録する。

 伝えられない大切なことを伝える（学際的な場に立つ意味）。



富山県砺波からの支援者の言葉

「私たちのテントに次々と来訪客がおとずれました
。聞いてみると２００年前に私たちの北陸から移民
した人の子孫でした。みなさん自分の先祖の故郷の
ことを教えてほしいとせがみました。」

 ↓

「私はなぜ真宗門徒なのか」

「ご先祖様に申し訳ない」「先祖のことを知りたい」

↓

「真宗移民」の記憶を呼びもどす

後に記録映画『土徳流離』制作につながる。
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〓被災当事者になる〓
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自身の安全を確保
↓

情報の集約と発信







『真宗』2018年9月号「大規模災害と宗門」
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そこが特別な場所であること

被災者に何ができるのかを問えば、結局は人
と人との関係にいきつく。

情況がどのようになろうとも、１人の人間が
「苦」を受けることに変わりはない。

宗教者が接点を持てるとすれば、この1点以外
にはない。

その人が言葉にする時がくる。

そこに立ち会えるか？
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Ⅱ
新型コロナウイルス感染症の災害



大分県の新型コロナを数字で追う（ツイッターの活用）

2020.4.8～ 午後3時（県発表時間）



大分県2月新規感染者数/退院（療養解除）者数















まとめにかえて



 生きてる人間ってそんなに偉いの？

 「私たちも野垂れ死によね」（黒柳徹子＆森光子）

 人口減少を目指す社会

 〈いのち〉を選択する時代

 人間のおこないはすべからく「無明の闇」

 ただ、そこで、生きる











ご清聴まことにありがとうございました。
衷心より厚く御礼を申し上げます。
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